
 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のテーマは、失われた"弘前"を心に取り戻す！～小路のある風景と趣のある建物に囲まれて～。 

県民生活文化課で青森県史の普及を担当している中園裕総括主幹が講演しました。弘前市内を８箇所に

分け、地域ごとの歴史や特徴を踏まえ、８枚から１０枚ずつ写真を見せながら紹介しました。 

 

 

 

 

 

以下、講演の内容を一部紹介します。 

城下町だった弘前市の中心街には、かつて小路や一方通行の細道が 

多くありました。道路沿いに商店が立ち並び、人々は歩きながら気軽 

に立ち寄って買い物を楽しみました。 

しかし、自動車の普及により、道路の拡幅整備が進むにつれて、 

こうした小路などは姿を消し、道路の主役は歩行者から自動車に変わっていきました。便利になった

反面、自分で選択する楽しみが減ったともいえます。超高齢化社会を目前に控えたいま、自動車を運

転できなくなる人たちは確実に増えています。こうした時代に学ぶことがあるのかもしれません。 

 

７-(４)-１ 青森県の歴史について（県民生活文化課） 

 

申込方法：実施希望日の２週間前までに、出前トーク申込書に必要事項を記載の上、ＦＡＸ、電子メール、郵送等で 

出前トーク申込書の入手方法：県庁ホームページ、県合同庁舎、各市町村窓口等で 

問い合わせ・申込先：青森県企画政策部広報広聴課 

〒０３０-８５７０ 青森市長島１丁目１－１ 

☎ ０１７-７３４-９１３８ FAX ０１７-７３４-８０３１ 

電子メール koho@pref.aomori.lg.jp 

青森県庁ホームページ「出前トーク」  https://www.pref.aomori.lg.jp/kenminno-koe/demae-talk.html 

 

 

令和４年１１月１７日（木）実施 

 

 

 

今回紹介したテーマのほかにも、県政に関するさまざまなテーマを揃えていますので、興味・関心のある

テーマについてぜひお申込みください！ 

出前トークのお申込み 

弘前昇天教会（1988 年 4 月 29 日） 

五重塔が見えた小路（1988 年 4 月 23 日） 

中土手町のバス停があった奥太福永商店 

（1988 年 4 月 23 日） 

⇒いずれも佐藤正治さん撮影（青森県所蔵県史編さん資料） 

参加された方からは、「街並みの写真とともに当時の人々の暮らしがわかって楽しかった。」「なつか

しくて昔を思い出す。」などの声が寄せられました。 

みなさんも「青森県の歴史について」を受講し、かつてそこで過ごした時間を思い出しながら、今

後の人生を楽しむ一つのきっかけとしてみてください。 


